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計画ガイド
課題　1
上手なプレゼンテーションをするには

	資料
	主催者が用意するもの

	　
　Zoom：参加者に向けて前もって配信する
①進行上のお願い
②プレゼンテーションに使うパワーポイントのスライド３枚
を１ページに印刷したもの
③Zoomへの招待URL

　対　面：参加者に向けて
①プレゼンテーションに使うパワーポイントのスライド３枚
を１ページに印刷したものを用意する。
②配布物は机の上に置いておくか、参加者が入ってきた
時に手渡すと良いでしょう。

	Zoom：①Zoomへの招待URL
　　　　　②入室許可（共同ホストを設定し依頼も可）
　　　　　③開会15分前には開けておく
　　　　　④講師や司会者を画面の上段に配置する

対　面：①会場の予約
②机・座席の用意準備
③準備（マイク、プロジェクター、スクリーン、
パソコン）

	注
S1 – 配布物のページの中のスライド番号

	注
講座内容の時間配分に気をつけること。
話に集中できるのは、20分～30分
参加者の様子を見ながら、質問を投げかけたり、軽い運動を促したりする。
Zoom：進行上、参加者をミュートにすることもある。

対　面：快適に過ごすために会場の温度や騒音にも気
を配る。



	資料
	タイトル
	内　　　容
	注意すること

	S2

S3
S4
資料
	Newインストラクター養成講座 課題概要
計画ガイド　課題1
上手なﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝをするには
人前で話をする目的は何か
スピーチ原稿を作るにあたって 
大切なのは
聴衆は誰
スピーチの目的
多すぎるデータ
人は忘れる
計画と準備
タイトル
	Newインストラクター養成講座では、①コミュニケーションのレベルアップを図り
②Zoomを使いこなし③上手な話し方を地域社会や家庭で役立てるためのインス
トラクター養成講座を6回に分けて、分かりやすく説明していきます。
本日は、この課題概要の「課題1上手なプレゼンテーションをするには」から始めていきます。
人前で話をするということは、どういうことでしょうか？　【質問する】
人前でスピーチをする目的は何ですか？
自分の考えや思いを相手に理解してもらえるように、スピーチをします。
スピーチの目的は、説明したり、説得したり、情報を伝えたり、楽しませたりといろいろな場面でのスピーチがあります。
スピーチ原稿を作るにあたって、大切なことは、まず、聴衆は誰か（とても大切なことです。）ということです。
スピーチの目的は何か、ねらいは何？　話をすることによってどういう成果が得られるか。
あれもこれもと詰め込みすぎると、人はデータが多すぎて混乱します。
体験談だけで終わってはいけません。人は忘れます。何を一番伝えたいのか、メッセージが大切です。良いスピーチとは聞き終わったあと、どういうスピーチだったかと話せるスピーチです。
そして、計画して準備をします。スピーチを構成（起承転結を入れます）して、練習をして発表する。
これで、スピーチの準備は、しっかりできました。
では、その作り上げたスピーチをどのようにしたら、効果的に発表できるか具体的に考えていきましょう。
内　　　容
	講座の主旨を説明する
画面共有を使ってパワーポイントで
プレゼンをする
参加者に質問をする
注意すること

	S5
S6
S7
質問
	課題1
上手なプレゼンテーションをするには
プレゼンテーションを成功するための３つの要素
緊張感をコントロールする
タイトル
	上手なプレゼンテーションをするための工夫です。
こうして、私がZoom画面で、皆様と初めてお会いした時、または、対面でスピーチをしようと壇上に立った時、話をしようとする人のイメージで、聴衆の気持ちはかなり左右されます。感じがいいと思えば、「まずは聞いてみよう。」という気持ちになります。集まった人たちに聞いてもらえるような、話し手の良いイメージづくりがとても大切です。まずは、第一印象が大切だということです。
話を聞いてもらうために、第一印象を良くすることが大切です。プレゼンテーションを成功するには、３つのテクニックがあります。
１．人前に立った時→これは、聴衆の耳を捉えることが目的です。
２．効果的な声の使い方→高い声や低い声、効果的な声を使って聴衆の注意をコン
トロールします。
３．ボディーランゲージ→目は口ほどにものを言う、ジェスチャーやボティランゲージ
を使って、聴衆に最後の一言まで、集中して聞かせるテクニックです。
いくら素晴らしいスピーチの原稿ができていても、これらのポイントを押さえないと、聞き手には伝わりにくくなってしまいます。
自分の考えや思いをみんなに聞いてもらいたい。それには、スピーカーの話を聞きたいと思わせるために、最初のイメージで聴衆の心と耳を引きつけることが大切になります。
そのためには、自分自身の緊張感をコントロールしたり、良いイメージを作ったりして聴衆の前に立ちます。でもどんな人でも、人前に立てば緊張するものです。
では、どうしたら緊張感を克服できるか具体的に考えてみましょう。
内　　　容
	言葉はゆっくりと丁寧に
自分の服装に注意すること
まずは聞いてもらえることが一番大事なことを説明する
注意すること

	S8
S8
S8
資料
	緊張すると
早口になる
口が渇く
タイトル
	皆様はいかがですか？人前での話を頼まれた時、二つ返事で引き受けますか？
（質問）
どうしてでしょう。過去に話をした時に、緊張したり、あがってしまったりという経験が誰しもあるからではないでしょうか。
私は、「緊張なんかしないから大丈夫よ。」という方はいらっしゃいますか? 
皆さんは、いかがですか？
人前での話は、みなさん緊張するものです。
良いスピーチは、ほどよい緊張感から生まれてくるものですが、そうは言っても、緊張すると困ってしまいますね。
では、皆さんは、緊張すると、どんな風になりますか？（質問）
（どうしたら解決できると思いますか。解決策を言う、実際に参加者に演じてもらう）
誰しも、緊張すると同じような気持ちになるんですよ。実際にはみんな同じです。それでは、一つ一つ解決していきましょう。
早口になる　ドキドキする→深呼吸をして、息継ぎを確かめる。
深呼吸をして呼吸を整えてください。（実際に演じる）
息を吐いて吸うということに集中してください。
声は、吐く息と共に出ます。呼吸が早いと声の出し方も早くなります。呼吸を大きくゆっくりしていると、早口で話すことはできません。息継ぎをコントロールしてください。深呼吸をすると肩の力が抜けて、ラクーな気持ちになります。
口が渇く→水を飲む。舌を歯の裏側やEQ \* jc2 \* "Font:BIZ UDP明朝 Medium" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こう),硬)

EQ \* jc2 \* "Font:BIZ UDP明朝 Medium" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こうがい),口蓋)にこすりつける。唾液の分泌を良くする。
口の中を湿らせてください。口が渇いていると、クチャクチャという音が聞こえてき
内　　　容
	参加者に問いかける
（画面共有を停止）

参加者の様子を見ながら説明をする
説明している自分の画面にスポットライトを当てる【話し手を大写しにする】
緊張するとどうなるか問いかける
緊張したときの言葉を用紙に書いて見せながら説明をする
深呼吸をしてもらう
実演してもらう
　注意すること

	S8
S8

	ふるえる
思い出せなくなる

	て、あまり良い印象はありませんね。
話をする前に、口を閉じたまま、舌を歯の裏側に擦り付けて唾液を出して、喉を潤してください。
自分の順番が回って来る前に、口を閉じたままで喉を潤しておくと、第一声が楽に出てきます。
ふるえる→姿勢をかえてみてください。聴衆をみるようなフリをして、体の向きを変
えることもできます。腕を動かす。みなさん！という感じで、右をゆったり動かしたり
左手を動かしたりする。
また、足を動かしてみてください。首をほぐすこともポイントです。血行が悪いから、
手足が冷たくなってきて震えてくることがあります。首筋、手首、足首をほぐすことで
血液の循環が良くなってきましたか。いかがですか？
緊張をほぐすには、簡単な運動と深呼吸をお忘れなく！
思い出せなくなる（真っ白になる）→ど忘れをすることがあります。
私も、本日皆様方にお話をするにあたっては、こうしてメモを用意しています。
（実際に書いてあるメモ用紙をみせる）
スピーチ全部を書くことはありませんが、もしもの時のために、要点だけを書いたメ
モを持つことも大切だと思います。原稿を読み上げるということも決して恥ずかしい
ことではありません。
また、もし、うっかり何を言うのか忘れてしまった時は、次の5点を当てはめます。
いつ　誰が　どこで　何を　何故　・・・　これらのことを頭に置いて、何を話したらよいか組み立てます。

	共同ホストは、ブレイクアウトルームの準備を始める【4人１組5分】
参加者・実演する


	資料
	タイトル
	内　　　容
	注意すること

	S8
S8
資料
	上の空になる、声がうわずる
間違ったことを言っても気がつかない
タイトル
	私は、今日、何の目的で、Zoomの画面に映って居るのか、また、聴衆の前に立っているのかということを忘れないでください。
Zoomの場合は、カメラの下辺りを見つめることで、聞き手に向かって話をしているような雰囲気(目線)になりますが、対面の場合は一点を見つめないで2～3人の共感してくれている聴衆の顔を見て話すことです。聴衆の中に味方を見つけましょう。
頷いてくれる人の顔を見ながら、話を進めるとあがっている時は、気持ちが落ち着きますよ。頭が真っ白だと思わないことです。
頷いてくれる人の顔を見ながら、話を進めるとあがっている時は、気持ちが落ち着きますよ。
上の空になる、声がうわずる→話をするときには、喉だけで声を出しているのでは
ありません。
お腹に特に下腹部に力を入れて声を出す練習を日頃からしておきましょう。声に力
を込めるということです。肺だけで呼吸をしないで、腹式呼吸をしてください。
間違ったことを言っても気が付かない→話の内容の間違いに、自分自身が気が付かない時は困ります。話をした時に「えっー！」という反応が会場からあった時は、何か間違ったかな？と思った方がよい時があります。そんな時は、「もう一度繰り返しますが…」とか「失礼しました。」とさりげなくかわして、次に進みます。失敗することを必要以上に恐れないことも大切です。
人前での話を数多く経験してくると、だんだん慣れてきます。「習うよりより慣れろ」です。
落ち着いているフリをしていると落ち着いてくることもあります。
内　　　容
	Zoomで行う際に気を付けることも述べる
参加者が講義に関心があるかどうかを確認しながら説明をする（一方的に話をしない）
注意すること

	S9
S10
S10
資料
	イメージについて
イメージについて
服装
タイトル
	では、いよいよ話を聞いてもらうための感じの良いイメージ作りです。
聴衆に対して、どのようにしたら、自分を良いイメージで受け入れてもらえるか具体的に考えましょう。
Zoomの時は、話し手の画面の映り具合が大きく作用する時があります。
自分のZoomの背景は、その話の雰囲気と合っているか、どうか。
シリアスな話の時に、バーチャル背景がハワイの浜辺になっていたり、動画のバーチャル背景を使っていたりすると聞き手は、あなたの話よりも背景に気を取られてしまいます。
また、顔の映り具合をよくするために、「ビデオフイルタ」や「スタジオ効果」なども活用しましょう。（Zoom画面⇒ビデオフィルタ⇒スタジオ効果などを見せて説明する）ブレイクアウトルームに入ってから、効果を自分の画面で試してみてください。
4人ずつで、5分間楽しんでください。　
それでは行ってらっしゃい　　⇒ブレイクアウトルーム　⇒　お帰りなさい
いかがでしたか？　【参加者にどんな様子だったか問いかける】


対面の場合は、話の中身よりも服装とか姿勢が印象に残る時があります。説得力を持たせるイメージアップ服装術です。
自己紹介されても、お名前は、５分たったら忘れてしまいます。
でも、その時受けたイメージは、かなり長く残っていると思います。
スピーカーとして壇上に立った時にも、自分の好きな服を着ていきますか？　
その場の雰囲気にあった洋服を、ちょっとおしゃれをして着ていきますね。
その場とは？　聴衆とか、会場のことです。
その場の雰囲気にあった洋服を着るためには、スピーチを聞いてくれる聴衆のことを知ることも大切です。
内　　　容
	参加者も疲れてくるので、プレイクアウトルームでリラックスする（準備を共同ホストに確認する）
Zoom画面でバーチャル背景が変化する様子を見せる。
ブレイクアウトルームでお互いに確認する
参加者に問いかける
注意すること

	S10

S10
資料
	聴衆の期待

服装に関する決まり
タイトル
	会場の人たちは、壇上のあなたにどのようなイメージを期待しているでしょうか？
服装の色は、その人の知性と教養が現れます。色は、３色以内でまとめると見た感じが落ち着くと思います。紺色は万能色です。
スピーカーとして壇上に立つ時には、自分が日頃から好きな服装であっても、その場に合わないと思った時は、聴衆の期待するような服装を選ぶとイメージがアップし
ます。その場にあった服装をすることが大切だと思います。
続いて、「服装に関する決まり」はありますか？
コサージュやアクセサリーなど派手なものを身に付けていると、みんなの視線がそれに注目して、「あらっ！本物かしら、お高いの？」というように、気が散ってしまって、話を聞いていないことがあります。
私は、話を聞いてもらいたい時は、コサージュの派手なものとかアクセサリーや腕時計など、時には名札まで外すことがあります。聴衆の視線が３秒以上、吸い寄せられてしまうような、余計なものは外すということです。
話に注目してもらうためには、スピーチとは関係のない余計なものは付けない方が良いです。これは、Zoomであっても対面であっても同じことです。
スピーカーが、聴衆に関心をもってほしいと望んでいるのは、スピーチの内容であって、洋服やアクセサリーではありません。派手にならずに趣味良くまとめましょう。きちんと見えることが大切なことです。
先ずスピーチをするには、自分の緊張感をコントロールして、服装等のイメージを大切にするということを確認してきました。
内　　　容
	講師としての服装も大切なポイント
実際に、派手なアクセサリーを身に着けて、どんな様子か確認してもらう
注意すること

	S11
S11
S11
S11
資料
	聴衆の耳を捉える3段階の
アプローチ
ステップ1
何も言わない
ステップ2
呼びかけの挨拶をして
ステップ3
聴衆の注意を引く
タイトル
	みんなに話を聞いてもらえることが第一の目的ですから、どうしたら、ぐっと聴衆の耳を捉えることができるのか具体的にやって見ましょう。
これは、３段階のアプローチといって、プレゼンテーションを始めるのにとても強力な方法です。
まず、何も言わないで立ちます。（Zoomの時も、いきなり話を始めない。）
　　ゆっくりと参加者を見回して、自分の方を見ているかどうか確認します。 
　　みんながこちらをみているなと確認できたら、にっこりと微笑みかけてください。
少し間をおいてから
最初の挨拶をします。＊皆様！と先に呼びかける挨拶です。
『皆様、　（呼びかけます。そうすると、みんながこちらを向くので、それから）
　　こんにちは！』（語尾を少しあげる）
そして、注目度の高いコメントを述べると「なんの話をしてくれるかな？」と聴衆は耳で捉えて目を向けてきます。
この第一のステップ、「何も言わない」は効果があります。
「なぜ、黙って立っていて、何も言わないんだろう。いつもと違うよ。何だろう。」と聴衆の注意をスピーカーに引きつけてから、にっこりと微笑みかけます。
笑顔を送るということは、無言で挨拶をしていることです。聴衆が注目して、静かになる効果的なテクニックです。
もし、壇上に立ったスピーカーがいきなり話を始めると、聴衆は、お喋りをしていたり横を向いていたりして、あなたの話を聞いていないことになります。
内　　　容
	画面共有を外して参加者の様子を見る
注意をすること

	資料
	タイトル
	一般的には、「こんにちは、皆様」という言い方をする時もありますが、＊『こんにちは！』　それから、『皆様』　だと、誰に言ったのか分からないので返事のしようがありません。スピーカーは、必ず言葉が返ってくるような言葉をかけます。なぜこういうふうにするのでしょうか？  
「こんにちは！」と言って、
「こんにちは！」とうまく言葉が返ってくるのは、言葉のキャッチボールです。
「今日のスピーカーに自分たちは注目していますよ。敬意を払っていますよ。」ということです。「コミュニケーションをとりますよ。」ということなので、必ずリーダーや
スピーカーは、返事をしてもらえるような言葉をかけることが大切です。
『皆様！』と言った後、しばらくおいて一呼吸してから、『こんにちは！』と言います。
これは、とても単純なテクニックですが、聴衆から返ってくる反応や手応えで、ちゃんと聞いているかどうか確かめることができます。
またその場の雰囲気をほぐし、スピーカーと聴衆の間を和やかにすることができます。この挨拶の仕方は、とても大切なことです。
では、この場で、この挨拶の仕方を練習しましょう。
ステップ１　と　ステップ２だけで、結構です。
（ゆっくりと見回してから、にっこり笑って ）
         ＊微笑んでいますか？
 ステップ２                        少し間をおいてから
 『皆様、　（間）　こんにちは！』
はい、ありがとうございました。
内　　　容
	少し間をあけます。

反応がほしければ、「こんにちは」を強調します。
「こんにちは、みなさん。」とは言わないようにしましょう。
参加者に演じてもらう
注意すること

	S11
S12
S12
S12
資料
	ステップ３
注目度の高いコメントを述べすべての聴衆があなたの話にしっかりと耳を傾けるようにする
人の注意を引きつけるコメント
名言、質問、引用、逸話
その他
タイトル
	続いて、次は、ステップ３です。
ここで、会場のみんながしっかりと耳を傾けるような注意を引くために、
注目を集める一言が必要になります。
いくつかの種類があります。
名言、質問、引用、逸話、その他
名言→プレッシャーは人生のスパイスです。
質問→昼ごはんは食べましたか。お腹がいっぱいになって眠くならないでくださいね。
引用→今朝の新聞に～。　最新の情報というのは効果的です。スピーチが新しいです。

＊逸話は面白く、楽しく、興味がわき、楽しくなるようなものとか自分自身の経験等がいいです
これ以外にも、歌を歌うとか、自分の順番の前の話し手の言葉の一部分を引用するということもあります。
内　　　容
	注意すること

	S13
S13
S13
S14
資料
	服装は？
TPO

自分の代表している団体
気をつけたいこと
タイトル
	聴衆を引きつける人、引きつけない人がいますが、それは、言葉や態度ばかりでなく、外見からも人は判断するからです。（企業の面接でもそうですね。）
それでは、話は少し戻りますが、具体的に、スピーチをする時の服装について考えてみましょう。
その場の雰囲気に合わせること。TPOを考える。
自分が代表している団体に相応しいものであること。
例えば、私が、こうしてZoomの画面上であっても、ITC-Jの講師として皆様とお会いした時、又は対面で、皆様の前に立っていると、参加者は、私を通して、「ＩＴＣ-Jって何？どういう団体なのかしら？」とイメージしたと思います。
今日この場では、私は、講師として、相応しいものが望まれていますので、きちんとして見える服装にしました。自分をどう見せたいかということを考えています。
聴衆が見ているのは、スピーカーのイメージだけでなく、スピーカーの所属している団体や会社のイメージまで見ているわけです。
話の内容も大切ですが、外見・イメージも大切ということです。プレゼンテーションを成功させるための一つのポイントです。
では、せっかく聴衆の気持ちを引きつけたのに、ちょっとした不注意から気を逸らしてしまって印象を悪くしてしまうことがあります。いったん気を逸らすと元に戻すのは大変ですから、気を付けましょう。
気を逸らす原因は、どんなことがあるでしょう？
内　　　容
	この例は、外部での講義の場合です。
集中しているか、いないか、参加者の様子に気を配る
注意すること

	S14
S14
S14
S14

	環境
照明
快適さ
服装

	Zoomの場合：自分の後ろ（背景）に気を付けること。余計な物が映りこまないように気を付けること。バーチャル背景に気を付けてください。
対面：ドアの位置もあります。ドアがあなたの後ろ側にあると、聴衆は、遅刻者が着席するまで、遅刻者を何度もみることになります。
Zoomの画面が暗いと印象が悪いと思われるので、「ビデオフィルタ」または「ビデオ」外見補正などを使って、自分の画像を明るく映しましょう。
対面の時は、必ず聴衆を見ながら話をしてください。
あなたが聴衆を見ることができなければ、反応を確認しながらの一体感を得ることはできません。（アイコンタクトがとれないということです。）
快適さ：聴衆の気が逸れてしまう原因に、室温が影響することがあります。暑かったり、寒かったり、また、換気扇の音やいろんな騒音も気になりますね。
Zoomの場合：参加者（聞き手）の音がZoom上に入ってくると、あなたの声が聞き取りにくくて参加者に届かなくなります。音声の出ている人にミュートを掛けることができます。（共同ホストがミュートを掛けることもできる）
気を逸らせてしまうことに、服装や身だしなみで何か気がついたことがありますか？
濃すぎるメークアップ、開きすぎる襟、短すぎるスカート、透けている服、（目のやり場がない）、　手入れのゆきとどいていない髪型、などいろいろ考えられます。
これらは、聴衆の気を逸らせてしまうことになりますね。
	インストラクターとして、全体（部屋・参加者）に注意を払う
対面の時は
お部屋の温度に気を付ける
飽きているなと感じたら、注目してもらえることを考える


	資料
	タイトル
	内　　　容
	注意をすること

	S14
S14
S15
資料
	アクセサリー
色・その他
良い印象作り
タイトル
	眼鏡を掛けている人が、メモを読む時は、掛けたり外したりするのはよくある習慣です。ただ、眼鏡のレンズの乱反射するものは、聴衆とのアイコンタクトがとれなくなるので、反射防止のコーティングをしておくことをお勧めします。
目立ったアクセサリーやジャラジャラと音のするもの、揺れるもの。
キラキラ光るもの。髪をいじったりかき上げたり、話をしながら、スピーカーが意味の無い手の動き、つまり手いたずらなどをしていると、聞き手は気になって気持ちが逸れてしまいます。
気を逸らすような色や服装のことも気を付けてください。ワークショップに集中するような色を選ぶことが大切です。
個人的な癖（体をゆする、爪を噛む、ボールペンをくるくる回す）も気が逸れる原因の一つです。
この他にも、気が逸れてしまうようなことがありますか？
（聞いてみる）　匂い　香水　　無くて七癖。
以上のようなことに無頓着でいると、聴衆の気持ちがそれてしまってせっかくのスピーチが台無しになってしまいます。
良い印象作りには、その日のテーマに即したものを身につけたり小物に使ったりすると効果的になります。
では、本日のまとめとして、良い印象を与えようと思ったら、どういうことに気を付けますか？
効果的な印象作りのためのポイントはなんでしょう？
内　　　　容
	ジャラジャラしたアクセサリー
ボールペンなどを手元に用意して、実際に見せる

他にも何かあるか問いかける
ここまでの復習も兼ねて参加者に問いかける
注意をすること

	S15
S15
S15
資料
	首尾一貫している
その場に相応しい服装をしている
期待に応える
タイトル
	１．首尾一貫していること（これはどういう意味ですか？）
スピーカーが最初の態度と終わりの態度が首尾一貫していて、落ち着きを与えること。最初はきちんとしていても、だんだん砕けてきたいろんな話し方になってくると、聞いている方は落ち着かなくなります。そして、話し方ばかりでなく、態度も首尾一貫していなくてはなりません。玄関先でスタッフに横柄な態度をとっていて、話の中では「みんな仲良くしましょう」と話しても説得力がありません。
２．その場に相応しい服装をしている（ＴＰＯは大丈夫か？）その場とは、どんな場所
相手は、誰か？　何処の会場で話をするの？　どういう目的で話をするのか確認すること。私は、今日、どこに行って誰の前で話をするの？　事前に確認をすることが大切です。事前リサーチをしてください。
３．期待に応える（これは誰の期待ですか？）
＊聴衆を分析することが大切です。聴衆のことが分かっていないとだめです。
＊「聴衆は誰か」今日は、何回かこの言葉が出てきましたね。
今、私の話を聞いてくれる人は、男性、女性？
年齢は、子ども、若者、大人、お年寄り、学生、会社員、公務員？
相手のことが分かっていると、服装も話の内容も違ってきます。
様々なタイプの人たちがいれば、同じ事柄に対しても、様々に反応が違ってきます。
幼稚園児に対して、企業訪問をする時のような服装や話し方はしませんよね。
相手に合わせた服装も大切です。自分がどこに行って、誰に話をするのか、よく確認することが大切です。
（子どもたちが大勢居る場所に行くのなら、子どもたちが好きそうな服装で行くなどの工夫が必要です。）
内　　　容
	首尾一貫とは？の説明
注意をすること

	S15
S16

	調和をしている
プレゼンテーションを成功するための3つの要素

	４．調和をしている（良い雰囲気作り）
何と何が調和しているのでしょうか？（質問）
聴衆と話し手です。内容も雰囲気も全てが調和していると、聞き手は気持ちがいいですよね。良いイメージで、聴衆は聞いてくれます。
＊雰囲気並びに聴衆の期待していること、まじめな雰囲気なのか、打ち解けた雰囲気、熱心な雰囲気、軽い気持ちの雰囲気、この場の空気を読むこともイメージをつなぐために大切なことです。
まとめに入ります。　　
感じの良いイメージ作りは、プレゼンテーションの成功のカギです。
そのために、心がけることは、私の話を聞いてくれる聴衆は誰か。
その目的と会場は、といろいろなことを考えた上での着こなしが大切なのです。
ここまで、一息で進んできましたが、今日、勉強したことをもう一度、確認しましょう。
服装や態度のことが、ここまで重要とは思っていなかったですか。【質問】
プレゼンテーションを成功するためには、３つの要素がありました。なんでしたか？
１．人前に立った時→これは、聴衆の耳を捉えることが目的です。
２．効果的な声の使い方→聴衆の注意をコントロールします。
３．ボディーランゲージ→聴衆に最後の一言まで、集中して聞かせるためです。

	調和をしている
ことの質問をする
話を聞いてもらうために大切なことを再度確認する

	資料
	タイトル
	内　　　容
	注意をすること

	S17
	聴衆の耳を捉える3段階のアプローチ
	聴衆の耳を捉える３段階のアプローチ
１．ステップ１…何も言わない　全体を確認するように見渡す　微笑み掛ける
２．ステップ２…皆様　こんにちは　　先に呼びかけの挨拶をして聴衆の注意をひく
３．ステップ３…注目度の高いコメント
本日の課題1.
「上手なプレゼンテーションをするには」では、イメージについて勉強してきました。
今の世の中は、いろいろな情報が入ってきますし、皆さん大変お忙しいです。
忙しい聴衆に、話を聞いてみようとさせる大切な要素として、服装や外見のイメージが大切であることを理解していただきたいと思いました。
これまでのアドバイスをもとに、あなたにとって最適でパワフルなプレゼンテーションを作り上げてください。
今までのことで、何か質問はありますか？
	参加者に質問があるか確認をする。
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課題１：上手なプレゼンテーションをするには


課題２：効果的な声の使い方


課題３：ボディーランゲージとジェスチャー


課題４：知って得するZoomのあれこれ


課題５：上手なコミュニケーション


【言葉一つで弾む会話】


課題６：全体的なまとめ
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